
ⅠⅠ 教教育育のの充充実実

３３ 個個性性やや能能力力をを伸伸ばばすす教教育育のの推推進進

キャリア教育・職業教育の推進 ≪施策１４≫ 高校教育課、義務教育課、特別支援教育課

＜現状・課題＞ 
● 社会人、職業人として生きていくためには、望ましい勤労観・職業観や基礎的・汎用的な能力

を身に付けるとともに、実践的で専門性の高い知識、技能を伸ばすことが必要です。  
● 本県の新規学卒者の就職率は高い状況にありますが、卒業後の早期離職者を防止する必要があ

ります。 

＜施策の方向＞ 
○ 小・中・高等学校の各段階や特別支援学校において、地元の企業・経済団体と連携した教育を

通して、子どもの発達段階に応じた勤労観・職業観を育み、自立した生き方を考えるようにする

ためのキャリア教育を推進します。 
○ 長期間のインターンシップ、ものづくりや先端技術に関する専門性の高い実践的な教育活動、

特別支援学校でのＩＣＴを活用した就職につながる学習・就職支援等を推進します。 

◇ 様々な教育活動を通じ、基礎的・汎用的能力を身に付け、生涯にわたって社会的・職業的自立

ができるよう、地元の企業・経済団体と連携したキャリア教育の充実を図ります。 
◇ 企業が求める実践的な人材育成、継続的な育成環境を整えるため、地域の企業や市町村等と連

携し、地域産業のニーズに応じた新たな教育内容の取入れを図ります。 
◇ 障がいのある生徒が希望する職業に従事するため、ＩＣＴも活用しながら専門教科や作業学習

による実践的な教育の充実を図ります。 

 

総合計画の内容

令和６年度 施策の基本的なねらい
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令和６年度 主な取組・事業

取組・事業名 概 要

キ
ャ
リ
ア
教
育
総
合
推
進
事
業
〈
重
点
事
業
１３
〉

地域の企業・経済団体・農業

法人等と連携した

インターンシップ等の推進

小・中学校においては、各学校におけるキャリア教育推進のた

め、事前・事後の学習を充実して、職業に関する講話や職場体験活

動を実施します。

県立高等学校においては、望ましい勤労観や職業観を身に付け

させ、進路を主体的に選択できるよう、各経済団体等との連携を深

め、出前講座や専門的な技術指導、高校生等を対象としたインター

ンシップの取組を推進します。

また、高校生が金融リテラシーを身に付けられるよう、教材の開

発や外部人材を活用した授業を実施します。

高校生みらい支援事業

の実施

県立高等学校に進路支援コーディネーターを配置し、生活困窮

世帯を中心に進路支援が必要な生徒に対し、自らの適性について

の認識や将来の展望及び職業に対する意識を高めさせるととも

に、新規の求人開拓や生徒の面接指導など就職決定までの支援を

強化することで、生徒の進路実現を支援します。

新規高卒者の

就職支援の充実

各学校での求人開拓や生徒面談等の充実による支援の強化を図

るとともに、新規高卒者就職面談会等の関係機関と連携した取組

を実施します。

県立工業高校産業人材

育成事業の実施

・産学官が連携して、企業における訓練等を通して、先端成長産業

をはじめ幅広い産業に対応できる、高度な技術や実践的なもの

づくり技能を持つ人材を育成します。

・社会のデジタル化の急速な進展や自動車産業における技術革新

を踏まえ、実習環境を整備し、県内の自動車・半導体関連企業で

活躍できる人材を育成します。

未来を切り拓く人材

育成事業の実施

県立学校において、生徒や地域の課題等を地域と共有し、地元企

業とのオリジナルブランド商品の開発・製造など地域と連携した

取組を実施します。この取組を通じて、生徒たちの社会的・職業的

自立に必要な資質・能力を育成します。

県立高校産業教育の充実

県立高校の専門学科及び総合学科において、専門的な知識や技

術・技能を高めるため、高度な職業資格を受検する生徒に検定料の

助成を行います。

県立特別支援学校生徒

希望進路実現支援事業の実施

県立特別支援学校において、外部専門家によるセミナーとガイ

ダンスを実施し、児童生徒・保護者の就職への意識向上を図るとと

もに、生徒・保護者の希望や意見を聞く場を設けます。また、就職

支援サポーターを配置し実習先・進路先の開拓等を進めます。

特別支援学校

技能検定事業の実施

県立特別支援学校高等部生徒の就職意欲を高めるとともに、企

業等に雇用を促すため、企業団体と連携して開発した認定資格を

授与する技能検定を実施します。

特別支援学校生徒ＩＣＴ活用

就職支援事業の実施

ＩＣＴを効果的に活用し、企業等のニーズに対応できるよう生

徒のＩＣＴ活用スキルを高める職業教育を実施するとともに、テ

レワークを含めた新たな現場実習の機会を確保することで、県立

特別支援学校高等部生徒の進路選択の幅を広げます。

指 標

指 標 指 標 の 概 要 現状値 目標値

キャリア体験活動の

実施

県立高等学校における職業や進路研

究等に関する体験活動への参加率

％

（ 年度）

％

（ 年度）

就職意欲の向上
県立特別支援学校高等部（本科）に

おける就職希望率

％

（ 年度）

％

（ 年度）

ⅠⅠ 教教育育のの充充実実

３３ 個個性性やや能能力力をを伸伸ばばすす教教育育のの推推進進

キャリア教育・職業教育の推進 ≪施策１４≫ 高校教育課、義務教育課、特別支援教育課

＜現状・課題＞ 
● 社会人、職業人として生きていくためには、望ましい勤労観・職業観や基礎的・汎用的な能力

を身に付けるとともに、実践的で専門性の高い知識、技能を伸ばすことが必要です。  
● 本県の新規学卒者の就職率は高い状況にありますが、卒業後の早期離職者を防止する必要があ

ります。 

＜施策の方向＞ 
○ 小・中・高等学校の各段階や特別支援学校において、地元の企業・経済団体と連携した教育を

通して、子どもの発達段階に応じた勤労観・職業観を育み、自立した生き方を考えるようにする

ためのキャリア教育を推進します。 
○ 長期間のインターンシップ、ものづくりや先端技術に関する専門性の高い実践的な教育活動、

特別支援学校でのＩＣＴを活用した就職につながる学習・就職支援等を推進します。 

◇ 様々な教育活動を通じ、基礎的・汎用的能力を身に付け、生涯にわたって社会的・職業的自立

ができるよう、地元の企業・経済団体と連携したキャリア教育の充実を図ります。 
◇ 企業が求める実践的な人材育成、継続的な育成環境を整えるため、地域の企業や市町村等と連

携し、地域産業のニーズに応じた新たな教育内容の取入れを図ります。 
◇ 障がいのある生徒が希望する職業に従事するため、ＩＣＴも活用しながら専門教科や作業学習

による実践的な教育の充実を図ります。 

 

総合計画の内容

令和６年度 施策の基本的なねらい
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